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市の人口
333,818人

129,592世帯

（16.5.1現在）

主な内容�＊�＊�

最終処分場跡地整備計画
を策定／5月は消費者月
間／人権擁護委員の日��
情報公開と個人情報処理
の実施状況／グアムと承
徳市の訪問者を募集��
特集・柏の50年～鉄道編
「市民を乗せて半世紀」��
情報館（講座・講演、お
知らせほか）��
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

今年は市制施行50周年�

砂川美術工芸館砂川美術工芸館　　　　　芹沢7介　のれん　�
きれい

なまち
を�

自分た
ちの手

で�

　型絵染の優れた製作技術と豊かな芸術性により、のれんに意匠美を持たせ、生み
出された作品は100点以上にもなります。藍染を主体に明るい色彩で見事に調和した
のれんは、気高さの中に親しみを感じさせ、見る人の心を和ませてくれます。ぜひ、
この機会に芹沢のれんの魅力をお楽しみください。 

と き �
�
�
�
�
入館料�
�

5月23日�～9月5日�午前9時半～午
後5時（入館は午後4時半まで）※月
曜日（月曜日が祝日または振替休日
の場合はその翌日）を除く。5月17
日�～22日�は展示替えのため休館 
一般310円、高校・大学生150円、小
・中学生100円※障害者・70歳以上
のかたは無料。6月15日�の県民の
日は無料 

機
（
は
た
）
文
の
れ
ん�

（
株
）
す
ず
や
所
蔵�

文化課 �7167─1494・市立砂川美術工芸館 �7164─6413問� �クリーン推進課 �7167─1139問�

と　き�
�
ところ�
�
�
内　容�
�
�
�
その他�

5月30日�午前8時半～10時
（雨天決行） 
各近隣センター、柏駅東口・
西口周辺、南柏駅東口、柏
ふるさと公園、大津川周辺 
路上等に散乱する空き缶・
空きびん・ペットボトル等
を収集し、指定された集積
所で分別します 
家庭内のごみは出さないで
ください。除草・枝切りな
どで生じた草・枝は収集で
きません　　 

平成15年度�
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■図2　必要とする市の情報（上位10項目）�
医療情報（51.9） 

市政のニュース（28.2） 
イベント情報（26.3） 
住民票・年金などの手続き情報（25.9） 
福祉情報（23.9） 

公共施設の情報（17.3） 
防災の情報（14.8） 
レジャー・娯楽情報（14.0） 
ごみ・リサイクル情報（13.3） 

まちづくりの情報（10.5） 

■表1　地域や市のためにしたいと思っていること（上位5項目）�

永住し
たい�

永住したく
ない12％�

どちら
ともい
えない�

■図1　永住の意思�

43％� 45％�

（％）�

　広く市民の皆さんから日ごろの生活や市に対して感じていることな
どを聞いて、市政の参考とするため市では昭和47年から3年ごとに市
民意識調査を行っています。このたび平成15年度の結果がまとまりま
した。今回は市政全般と市民生活に密着した生活環境や居住環境につ
いて調査しました。�

市民意識調査の結果から�

広報広聴課 �7167─1119問�

　周囲の環境や日々の暮らしについての満足度については、21項
目中「満足」が最も多いのは「風通し」で51.2％、次いで「陽当
たり」が49.9％、「日常の買い物の便利さ」35.1％となっています。 
　反対に「不満」が最も多いのは、「川のきれいさ」で21.8％。「不
満」と「やや不満」を合わせると、最も評価が低い項目は「防犯
対策」で44.3％になっています。特に柏駅周辺の治安の悪さとキ
ャッチセールスへの対策を求める声が多くなっています。 

　「地域や柏市を今よりもっと住みよく暮らしやすくしていく
ために何かしたいか」という問いについては、「何らかの活動
や行動をしたい」を積極的な活動の意思、「何かしたいがどう
すればよいかわからない」を消極的な活動の意思と考え、両方
を合わせた“参加の意思”は、全体で57.3％で、市や地域を住み
やすくしようとする意識は5割を超えています。年代別でみると、
“参加の意思”が一番少ないのが20～29歳の42.0％、次が70歳以
上の49.8％となり、最も割合が多いのは、60～69歳の67.9％です。
別表1はさらに、したいことについてたずねたものです。 

　緑が多いまち、歩道や自転車道が整備された安全なまちな
ど、まちづくりへの市民参加を進めるために、行政が力を入
れるべきことはどのようなことだと思いますかとの問いには、
他の意見が10％台なのに比べ、「まちづくりに関するさまざ
まな情報を市民に提供する」が44.0％と大きく上回っています。 
　市政についての情報入手手段については、全体で「広報か
しわ」が85.0％と群を抜いていて、40～49歳・50～59歳では
90%以上を占めています。 
　しかし、市政についての情報入手満足度では、市政に関す
る情報を「あまり得られていない」「まったく得られていな
い」を合わせると46.0％になっています。これを年代別に見
ると、40～49歳・50～59歳では「広報かしわ」を90.0％以上
の人が情報入手手段としながらも、40～49歳で52.6％、50～
59歳で44.7％の人が情報を“得られていない”と感じています。
必要とする市の情報は図2のとおりです。 

調査地域�
調査対象�
�
�
�
実施方法�
�
調査期間�
回収結果�

柏市全域 
平成15年10月1日現在、柏市住
民基本台帳に登録されている満
20歳以上のかたから、無作為に
抽出した4,000人 
郵送による方法（郵送配布～郵
送回収） 
平成15年10月30日～11月17日 
回収数1,781件（回収率44.5％） 

　国はすべての自治体に対し
て、インターネットなどを活
用して行政事務や手続きなど
が行える「電子自治体」の構
築を進めています。このこと
について、「必要最小限で取
り組むべきである」と答えた
かたが47.8％と約半数を占め、
これに「積極的に取り組むべ
きである」を合わせると74.5％
のかたが“取り組むべき”と
考えています。 

　住みよさについては、「住みよい」と答えたかたが61％を占め最も多
く、「住みにくい」は8％にとどまっています。これは平成3年度から大
きな変化は見られませんが、居住年数が短いほど、「住みやすい」と感
じていない結果になっています。これは他市町村
から転居し、まだ柏市のことが分からず、前居住
地と比較して感じることではないかと思われます。 
　地区別でみると、「住みよい」と感じているか
たが、松葉地区は81.9％と一番高く、次に豊四季
台地区の70.0％となっています。一方、南部地区
は31.0％・富里地区は38.1％にとどまっていること
から、計画的に都市整備された地域において「住
みよさ」の傾向が高まっているようです。永住の
意思は図1のとおりです。 

※調査結果の詳細は図書館本館・分館、近隣セン
ター、行政資料室で閲覧できます。また、市の
ホームページ「かしわシティネット（アドレス
は欄外）」でダイジェスト版がご覧になれます 

ゴミの分別や
生活排水等身
の回りの環境
の保全 
（60.7％） 

地域や市政に
関心を持つ
（54.6％） 

路上駐車をしな
い・町中でごみ
を捨てないなど
地域のルールを
守る（51.3％） 

社会奉仕や地
域活動に参加
する 
（26.2％） 

地域や市に自
分の意見を積
極的に伝える
（24.2％） 

1位� 2位� 3位� 4位� 5位�

あ
な
た
は
永
住
派
？
そ
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も
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現
在
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る

場
所
の
跡
地
利
用
計
画
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

跡
地
整
備
計
画
策
定
に

至
る
経
緯

市
内
の
ご
み
は
、
清
掃
工
場

で
焼
却
処
理
さ
れ
た
後
、
そ
の

焼
却
灰
を
布
施
の
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て
て
処

分
し
て
い
ま
す
。

こ
の
処
分
場
は
、
昭
和
53
年

か
ら
平
成
４
年
３
月
ま
で
埋
め

立
て
を
行
っ
た
旧
処
分
場

（
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
平

成
４
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
末
ま
で
埋
め
立
て
を
す
る
現

処
分
場（
五
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
二
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
埋
め
立
て
終
了
後

の
跡
地
を
有
効
利
用
す
る
た

め
、
平
成
14
年
度
に
「
跡
地
整

備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
平

成
15
年
度
に
は
こ
れ
を
基
に
さ

ら
に
整
備
内
容
の
具
体
的
な
検

討
を
行
い
、「
跡
地
整
備
基
本

設
計
」（
概
略
設
計
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

跡
地
は
公
園
に

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
処
分
場
近
隣
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最

終
処
分
場
跡
地
は
、
緑
地
や
広

場
を
主
体
と
し
た
公
園
と
し
て

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

す
。

公
園
の
面
積
は
、
浸
出
水
処

理
施
設
や
事
務
所
な
ど
の
管
理

施
設
に
必
要
な
面
積
を
除
く
、

約
八
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り

ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
近
隣
の
皆
さ

ん
や
市
民
が
日
常
的
に
利
用
で

き
る
場
所
と
し
て
、「
幼
児
広

場
」「
お
花
見
広
場
」「
多
目
的

広
場
」「
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」「
緩

衝
緑
地
（
公
園
と
管
理
施
設
を

遮
へ
い
す
る
と
共
に
、
利
根
川

方
向
か
ら
吹
く
冬
の
季
節
風
か

ら
公
園
を
守
る
も
の
）」
の
五

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

◎
施
設

公
園
は
、
近
隣
の
皆
さ
ん
や

市
民
の
か
た
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
い
く
つ
か
の
出
入

り
口
を
設
け
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
木
立
の
中
の
小
鳥
の
さ
え

ず
り
や
季
節
の
彩
り
を
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
木
や
草
花
の
中

を
散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
で
き

る
園
路
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方

が
で
き
る
多
目
的
広
場
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
広
場
な
ど
を

整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
（
別

図
参
照
）。

◎
植
栽

特
色
の
あ
る
公
園
づ
く
り
と

し
て
、「
季
節
の
花
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
公
園
と
し
て
計
画
し

ま
す
。

◎
土
地

こ
の
処
分
場
は
、
地
形
的
に

は
市
立
柏
病
院
と
東
側
の
住
宅

地
と
の
間
を
北
西
方
向
に
開
い

た
谷
間
で
、
処
分
場
の
管
理
施

設
周
辺
と
病
院
、
住
宅
地
と
の

地
盤
は
高
低
差
が
約
十
二
〜
十

三
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。ま
た
、

旧
処
分
場
内
は
埋
め
立
て
に
よ

り
中
央
部
は
周
囲
の
高
台
と
ほ

ぼ
同
じ
高
さ
ま
で
埋
め
ら
れ
て

お
り
、
谷
間
の
中
に
「
丘
」
が

あ
る
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
丘
」
の
頂
上
は
平
ら
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
周
囲
は
急

な
斜
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
整
備
に
あ
た
っ
て

は
斜
面
を
緩
や
か
に
す
る
な
ど

安
全
や
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら

造
成
を
行
っ
て
い
く
計
画
で

す
。こ

れ
ら
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
野
外
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
り
、
だ

れ
も
が
い
つ
で
も
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

自
然
環
境
の
核
と
な
る
こ
と

で
、
生
活
環
境
を
改
善
さ
せ
る

場
と
し
て
の
役
割
も
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
跡
地
に
つ
い
て
は
平

成
17
年
度
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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最
終
処
分
場
を
憩
い
の
公
園
に�
最
終
処
分
場
を
憩
い
の
公
園
に�

跡
地
整
備
計
画
を
策
定�

言
葉
巧
み
に
誘
い
、
高
価
な

契
約
を
さ
せ
て
し
ま
う
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
や
訪
問
販
売
。
市

内
で
も
皆
さ
ん
の
す
き
を
狙
う

業
者
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
悪
質
商
法
は
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
知
識
を
持
っ

て
よ
く
考
え
て
判
断
す
る
こ
と

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
月
は
消
費
者
月
間
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
し
っ
か
り
選
ぼ

う
　
消
費
者
の
知
恵
で
」で
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

各
地
域
の
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

に
情
報
を
提
供
し
た
り
相
談
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
で
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
悪
質
業
者
の
手
口

を
知
っ
て
わ
な
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
手
口
に
要
注
意

例
え
ば
、
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
な
ど
の
ほ
か
に
こ
ん
な
商
法

も
あ
り
ま
す
。

○
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法

閉
め
切
っ
た
会
場
で
巧
み
な

話
術
で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、

野
菜
や
日
用
品
を
た
だ
同
然
で

配
り
、
参
加
者
を
興
奮
さ
せ
て

羽
毛
布
団
や
健
康
食
品
、
電
気

治
療
器
具
な
ど
高
額
な
商
品
を

勧
め
て
買
わ
せ
る
商
法
で
す
。

○
点
検
商
法

「
点
検
は
無
料
」「
安
く
し

ま
す
」
と
い
っ
て
ド
ア
を
開
け

さ
せ
、「
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
」

「
今
す
ぐ
工
事
を
す
べ
き
」
と

不
安
を
あ
お
っ
て
、
床
下
換
気

扇
や
排
水
管
（
給
水
管
）
清
掃
、

白
ア
リ
駆
除
、
瓦
屋
根
な
ど
の

契
約
を
さ
せ
る
商
法
で
す
。

契
約
は
よ
く
考
え
て

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」、「
無
料
」

な
ど
の
言
葉
の
裏
に
は
高
価
な

品
物
の
販
売
や
契
約
の
目
的
が

隠
れ
て
い
ま
す
。
目
的
を
確
か

め
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
サ
イ

ン
な
ど
せ
ず
、
慎
重
に
よ
く
考

え
て
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
必
要
が
な
い
と
き
は

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
地
域
で
活
躍

消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
学

び
、
地
域
社
会
の
消
費
者
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
そ

し
て
市
民
の
意
見
や
情
報
に
つ

い
て
市
と
地
域
社
会
相
互
の
パ

イ
プ
役
と
な
る
と
同
時
に
、
簡

単
な
生
活
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
費
生
活
に
関
す

る
学
習
会
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
を

開
い
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
消
費
生
活
上
の
良
き

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
地
域

の
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た

め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
15
年
度
に
は
移
動
消

費
者
講
座
を
四
十
回
、
パ
ネ
ル

展
を
十
一
回
そ
れ
ぞ
れ
開
き
ま

し
た
。

消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、二
十
歳
以
上
の
市
民
で
、

生
活
必
需
品
の
販
売
を
し
て
い

な
い
か
た
で
す
。
各
地
域
の
近

隣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
か
ら

推
薦
さ
れ
、
柏
市
長
が
委
嘱
し

ま
す
。
委
嘱
の
期
間
は
二
年
間

で
、
今
年
度
は
三
十
八
人
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
の
こ
と
で
不
安
に

な
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

地
域
の
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
へ
電
話
（
�
７
１
６
４

│
４
１
０
０
・
相
談
専
用
）
か

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
５
８
５
３

し
っ
か
り
見
抜
い
て
断
ろ
う�

５
月
は
消
費
者
月
間�

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
人
権
擁
護
委

員
は
、
地
域
の
中
で
住
民
の
基

本
的
人
権
を
守
る
た
め
に
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
八
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
（
別

表
）。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

い
じ
め
や
虐
待
、
差
別
、
家

庭
内
暴
力
な
ど
は
人
権
侵
害
。

も
し
、
あ
な
た
の
周
り
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と

感
じ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
人
権
相
談

と
き

第
一
・
三
火
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
相
談
室

1

広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
９

守られていますか�

人権擁護委員の日�

人 権 �

井上　則子� 7164─0325

7143─7500

7133─7004

7166─6893

亀嶋　芳子�

鎌倉　慶子�

大島　　信�

木村　和俊� 7167─2578

7166─5711

7174─7311

7131─0415

吉永　満夫�

森井　美知�

平盛　義功�

■人権擁護委員（50音順）�
氏　名� 電話番号� 氏　名� 電話番号�

（敬称略）�

多目的広場

スポーツ広場

幼児広場

緩衝緑地

お花見広場
市立柏病院

と き�
�
ところ�
�
内　容�
�
�
�
�
�
交　通�

5月29日�午前10時～午後2時
半�
知的障害者通所授産施設「朋
生園」（中原）�
利用者が栽培した草花や縫製
品・紙すき製品等の販売、紙
すき・さをり（手織り）体験、
模擬店、ミニコンサート（呼魂
太鼓、薮谷幸男氏によるハーモ
ニカなど）�
東武野田線新柏駅下車、徒歩
5分�

　朋生園 �7163─6612問�

と き �
ところ�
定 員 �
内 容 �
�
�
費 用 �
申し込み�
�
�
�
�
その他�

5月29日�午後1時半～3時半�
アミュゼ柏�
先着400人�
中京大学発達臨床心理学助教授・辻井
正次氏による講演「十人十色の子ども
たち　Part2」�
1,000円（資料代）�
はがきに「子育てステップアップ交流
会希望」と明記し、住所・氏名・電話
番号を書いて、〒277─8512　柏市健康
管理センター内健康推進課へ、郵送か
ファクスで�
車での来場はご遠慮を�

　健康推進課 �7164─3333・� 7164─1263

子育て� 交流会�アップ
�ステップ�

問�

ステップ�ア
ップ�子ども土曜わくわくスクール�

5月29日・6月19日・7月17日・8月21日の各土曜日午前10時～
正午（館外学習時を除く）（計4回）�
中央公民館など�
市内在住の小学4～6年生と中学生のスクール協力者、先着40
人�
身体を動かしたレクリエーション、お好み焼き作り、古くか
ら伝わるわらべ歌と遊び、昆虫や植物観察などの自然体験学
習と仲間作り�
1回300円程度（材料費等）�
5月17日�午前9時から、中央公民館へ電話か直接�

中央公民館 �7164－1811

と　き�
�
ところ�
対 象 �
�
内 容 �
�
�
費 用 �
申し込み�

問�

■公園の概略設計図



柏
市
情
報
公
開
条
例
と
電
子

計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報

保
護
条
例
で
は
、
毎
年
度
、
情

報
公
開
の
実
施
状
況
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
に
係
る
個
人
情

報
の
処
理
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん

の
請
求
に
よ
り
市
が
保
有
し
て

い
る
公
文
書
を
原
則
と
し
て
開

示
す
る
制
度
で
す
。

平
成
15
年
度
の
公
文
書
の
開

示
請
求
は
八
十
四
件
で
し
た

（
別
表
１
）。
開
示
請
求
に
対
す

る
決
定
等
の
状
況
は
別
表
２
の

と
お
り
で
す
。
公
文
書
の
開
示

率
は
九
五
・
五
％
で
し
た
。
ま

た
、
平
成
14
年
度
は
不
開
示
決

定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
15

年
度
に
行
わ
れ
た
不
服
申
立
て

に
対
し
て
、「
一
部
認
容
」
と

「
棄
却
」
の
決
定
が
各
一
件
、

計
二
件
あ
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度
で
は
、
公
文

書
の
開
示
の
ほ
か
、
市
が
出
資

し
て
い
る
団
体
の
情
報
公
開
と

付
属
機
関
等
の
会
議
の
公
開
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
15
年
度
の
出
資
団
体

の
情
報
公
開
の
状
況
は
、
財
団

法
人
柏
市
都
市
振
興
公
社
に
対

し
て
開
示
の
申
し
出
が
一
件
あ

り
、部
分
開
示
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
出
資
団
体
へ
の
開
示
の
申

し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
度
の
付
属
機

関
等
の
会
議
の
公
開
状
況
は
別

表
３
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

会
議
非
公
開
の
理
由
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
よ
る
も
の
で

す
。◎

電
子
計
算
機
処
理
に
係
る

個
人
情
報
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
市
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
を
行
う
個
人
情

報
の
適
正
な
管
理
と
個
人
情
報

の
漏
え
い
、
改
ざ
ん
等
の
防
止

を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

平
成
15
年
度
に
個
人
情
報
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
た
業

務
数
は
別
表
４
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
自
己
の
個
人
情
報

の
開
示
、
訂
正
ま
た
は
削
除
の

請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情

報
の
保
護
に
つ
い
て
は
情
報
政

策
室
�
７
１
６
７
│
１
１
５

３
、
付
属
機
関
等
の
会
議
の
公

開
に
つ
い
て
は
事
務
管
理
課
�

７
１
６
７
│
１
１
１
８

広報�③ 第１２１７号 平成１６年（２００４年）５月１５日

二
千
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
南
北

に
伸
び
る
滑
走
路
が
あ
る
海
上
自
衛

隊
下
総
航
空
基
地
は
、
沼
南
町
と
鎌

ケ
谷
市
に
ま
た
が
っ
た
位
置
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
広
さ
は
約
二
百
六
十
万

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
東
京
ド
ー
ム
五

十
五
個
分

に
相
当
し

ま
す
。
基

地
で
は
海

上
自
衛
隊

の
航
空
教

育
の
メ
ッ

カ
と
し

て
、
航
空

機
搭
乗
員
や
整
備
員
な
ど
の
養
成
が

行
わ
れ
、
こ
の
基
地
で
教
育
を
受
け

た
隊
員
が
全
国
の
航
空
部
隊
な
ど
で

多
数
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
基

地
に
は
学
生
を
含
め
た
約
二
千
人
の

隊
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

航
空
機
は
現
在
、
実
際
に
現
場
で

使
わ
れ
て
い
る
哨
戒（
し
ょ
う
か
い
）

機
十
機
、
輸
送
機
型
の
練
習
機
六
機

が
い
ず
れ
も
航
空
機
搭
乗
員
の
教
育

訓
練
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
遭
難

し
た
航
空
機
搭
乗
員
の
捜
索
や
救
助

を
主
任
務
と
し
た
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
二
機
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
千
葉
県
と
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
航
に
か
か
わ
る
協
定
を
結
び
、
緊

急
時
の
患
者
輸
送
を
支
援
す
る
態
勢

が
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
基

地
内
外
の
災
害
な
ど
に
備
え
、
基
地

周
辺
自
治
体
の
地
元
消
防
団
と
合
同

消
防
訓
練
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。基

地
で
は
、
毎
年
７
月
下
旬
に
夏

休
み
に
入
っ
た
地
域
の
子
供
た
ち
を

対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
航
空
機

等
の
展
示
、
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
日

は
団
体
で
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、
基

地
広
報
室
と
調
整
の
上
、
見
学
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1

下
総
教
育
航
空
群
広
報
室
�
７

１
９
１
│
２
５
０
１

�
海
を
護（
ま
も
）る
人
を
育
て
る
〜
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

と き  
 
 
ところ 
内 容  

6月5日～7月10日の
毎週土曜日午前10
時～正午（計6回）�
市民体育館�
リズム運動、用具
や器具を使った運
動など�

市内在住・在勤で、3～5歳（平成10年4月～12年3月生まれ）の幼児（
�は泳げない子）と保護者、�は40組、�は30組�
1,000円�
往復はがきに希望する教室名を明記し、住所・親子の氏名（ふりがな）・
子どもの生年月日・性別・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277－
8505　柏市役所体育課へ、�は5月24日�、�は5月21日�までに郵送で
（必着）※応募者多数の場合は抽選。以前参加したかたを除く�

内 容  

�水泳教室 �体操教室 

水遊び、水泳の基礎�

体育課 �7167－1536問�

対 象  
 
費 用  
申し込み 

日　程 時　間 ところ 

6月6日～27日
の毎週日曜日
（計4回）�

6月13日～7月
4日の毎週日
曜日（計4回）�

東武スポーツクラブ
とよしき（豊四季）�
柏洋スイマーズ柏ス
クール（富里2丁目）�

メガロス柏（柏7
丁目）�

午前9時～10時�

午後5時～6時※20
日は午前9時～10時�

午前9時～10時�

情 報 公 開 �
個人情報処理�

の実施状況�

総務部  

秘書課  

企画部  

財政部  

市民生活部 

保健福祉部 

経済部  

環境部  

都市計画部 

学校教育部 

下水道部 

監査事務局 

議会事務局 

消防本部 

児童家庭部 

土木部  

水道部  

実施機関 件数 
市 長  

教育委員会 

水道事業管理者 

監査委員 

議 会  

消防長  

合 計  

■表1 　開示請求等の状況� （件）�

市長交際費に関する文書�
住民訴訟の指定代理人選定に関する資料な
ど�
市民憲章の制定に関する文書など�
小・中学校の可動式机・イスの入札に関す
る文書など�
住民票等交付請求書など�

大規模小売店舗立地法による届出に関する
文書など�
建築確認申請に関する文書など�
廃道敷地に関する文書など�

小学校給食の調理業務委託化に関する文書
など�
市立中学校で発生した事故報告書など�

量水器に係る施行伺兼契約締結伺等など�

火災原因損害調査報告書など�

住民監査請求に関する資料�

地目変更登記に係る照会に対する回答書�

平成14年度政務調査費収支報告書など�

平成11年度から15年度までの手賀沼処理区
事業場排水分析結果に関する文書�

生活保護申請、生活保護法施行事務監査、
医療券に関する文書�

平成16・17年度特別養護老人ホームの整備
要望者の選定結果に関する文書など�

第二清掃工場周辺町会集会施設等整備費補
助金に関する文書など�

59
1

1

2

10

8

1

5

3
3
3
10
10
1
1

農業委員会事務局 
農業委員会 1

1
5
5
84

生涯学習部 2

8

7

3

3

13

2

主　な　内　容（抜粋） 

■表2　決定の状況 

区分 

件数 

決　定　区　分 

開示 部分開示 
不開示 

（うち不存在） 

取り 
下げ 

計 

30 33 14（11）� 7 84

開示率 
（開示＋部分開示）�

（開示＋部分開示＋不開示－不存在）�
×100

（件）�

42

386
85
291
10

会議を開催し 
た審議会等 
延べ開催回数 

公　　開 

一部公開 

非 公 開  

（件）�

（件）�■表4　個人情報処理業務の状況 ■表3　会議公開 
　　　  状況 実施機関名 

市 長  
教育委員会 
選挙管理委員会 
農業委員会 
水道事業管理者 
合 計  

96 
14�
１�
１�
４�
116

業務 

─ 
─�
─�
─�
─�
─�

1 
─�
─�
─�
─�
1

14�
─�
─�
─�
─�
14

開始
届出 

廃止
届出 

変更
届出 

８
月
に
、
米
国
グ
ア
ム
を
訪

問
す
る
中
学
生
と
、
中
国
承
徳

市
を
訪
問
す
る
青
少
年
を
募
集

し
ま
す
。
学
校
や
公
共
施
設
を

訪
れ
、
現
地
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

グ
ア
ム
訪
問
中
学
生

対
象

次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
中
学
生
、
八
人
�
平

成
16
年
５
月
１
日
現
在
、
本
人

と
保
護
者
が
柏
市
に
一
年
以
上

在
住
し
て
い
る
�
英
語
と
国
際

交
流
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
帰

国
後
積
極
的
に
国
際
交
流
協
会

の
活
動
に
参
加
で
き
る
�
満
六

歳
以
降
の
海
外
滞
在
期
間
が
通

算
六
カ
月
未
満
�
健
康
状
態
が

良
好
�
八
万
円
の
費
用
負
担
が

で
き
る
�
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
全
て
出
席
で
き
る

派
遣
時
期

８
月
※
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
五
泊
六
日

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

か
ら
国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
第

二
庁
舎
三
階
）
で
配
布
す
る
応

募
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
課
題
作
文
を
添
え
て
５
月

31
日
（
月
）
〜
６
月
２
日
（
水
）

に
同
協
会
へ
直
接

選
考
方
法

書
類
選
考

そ
の
他

５
月
22
日
（
土
）

午
後
４
時
か
ら
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
説
明
会
あ
り
※
応
募

す
る
か
た
は
必
ず
出
席
を

承
徳
市
訪
問
青
少
年

対
象

次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
か
た
、
八
人
�
昭
和

59
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
�
平
成
16

年
５
月
１
日
現
在
、
本
人
と
保

護
者
が
柏
市
に
一
年
以
上
在
住

し
て
い
る
�
国
際
交
流
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
り
、
帰
国
後
積
極
的
に
国
際

交
流
協
会
の
活
動
に
参
加
で
き

る
�
中
国
の
青
少
年
と
積
極
的

に
交
流
が
し
た
い
�
健
康
状
態

が
良
好
�
十
万
円
の
費
用
負
担

が
で
き
る
�
事
前
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
全
て
出
席
で
き
る

派
遣
時
期

８
月
※
五
泊
六

日
。
一
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

か
ら
国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
第

二
庁
舎
三
階
）
で
配
布
す
る
応

募
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
５
月
31
日
（
月
）
〜
６
月

２
日
（
水
）
に
同
協
会
へ
直
接

選
考
方
法

選
考
試
験

そ
の
他

５
月
22
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
説
明
会
あ
り
※
応
募

す
る
か
た
は
必
ず
出
席
を

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
�
７
１
６
７

―
０
９
４
１

世
界
で
自
分
を
育
て
よ
う�

　9月19日�に行われるストリートミュージックコンテスト「STREET  
BREAK  KASHIWA  2004」の出場者を募集します。デビューを目指す人、自
己表現をしたい人、柏が大好きな人、集まれ！�

16歳以上のストリートミュージシャン（メジャーデビューしたかたは除
く。応募は1作品でオリジナルに限る）�
住所・氏名・電話番号を明記した履歴書、写真、デモテープ（CD、
MD可）、歌詞カードを同封の上、〒277─8799　柏郵便局留　柏駅周辺
イメージアップ推進協議会事務局　ストブレ係へ、6月25日�までに郵
送で（必着）※テープ等は返却しません�
書類、テープ審査通過者には、7月17日�・18日�午後1時から柏�島屋
T館3階エントランスステージで公開オーディションを行います�

対 象  
 
申し込み 
 
 
 
選 考  

問�商工課 �7167─1141・柏駅周辺イメージアップ推進協
議会事務局 �7166─0099（月～金曜日午後1時～5時）�

出場者募集！ 

STREET  BREAK  KASHIWA
2004



広報�� 第１２１７号 平成１６年（２００４年）５月１５日 広報� 平成１６年（２００４年）５月１５日 第１２１７号 �

来年秋開業！市内にも22年ぶりに新駅が誕生�

つくばエクスプレスはここがすごい�
　来年秋に東京・秋葉原と茨城・つくば間開業予定で工事の進む
つくばエクスプレス。市内では「柏の葉キャンパス」駅と「柏た
なか」駅が誕生します。さて、最新の技術とアイデアに満ちた新
鉄道には、どのような工夫が施されているのでしょうか。�

　108年前、もし柏駅がつくられていなかったら、今日の柏の街の
繁栄はなかったかもしれません。実は常磐線の計画時点では、柏を
う回するルートも検討されていたそうです。幸運にも田畑や牧ばか
りの未開の地に柏駅がつくられたこと、野田からの貨物輸送線が常
磐線に接続するために柏まで引かれたこと…交通の要衝としての柏
の発展はこのときに運命付けられていたのかもしれません。しかし、
このチャンスを確実に生かして街を発展させてきた原動力は、いつ
の時代でも「市民の強い力」であったことは間違いないでしょう。�
　次の50年の始まりの年、つくばエクスプレスが開業します。新鉄
道は私たちに果たしてどんな夢を乗せてきてくれるのでしょうか。�

●最高速度130km／hで運転�
　首都圏を走る鉄道の中で（新幹線を除いて）、最も速く走る列
車となります。�
●自動列車運転装置（ATO）によるワンマン運転�
　ボタン1つで発車し、自動で停車します。そのため運転からド
ア開閉まで乗務員1人で行うことができます。�
●全駅全ホームに「可動式ホーム柵」を導
入�

　ホーム上の安全のため、列車のドアと連
動して開閉する柵（さく）が設置されます。�
●秋葉原から順に01・02…と駅番号を付け、
車内やホームの案内板に表示�
　「柏の葉キャンパス」は13番、「柏たな
か」は14番です。�
●バリアフリーに配慮した「ユニバーサル
デザイン」をあらゆるところに採用�

　車いすのかたが利用しやすいように段差
の少ない乗降口や幅の広い自動改札口、大
型エレベーターなどが採用されます。�

Ｑ. 1 �
�
Ｑ. 2�
�
Ｑ. 3
Ｑ. 4�
Ｑ. 5�
�
Ｑ. 6�
�
Ｑ. 7�
�
Ｑ. 8�
�
Ｑ. 9�
Ｑ.10

全国で初めて自動改札機が置かれたのは柏
駅である�
東武野田線柏駅は昔、常磐線をはさんで野
田方面と船橋方面のホームが離れていた�
手賀沼電鉄というものが存在した�
東武野田線にも、「北柏駅」があった�
市制施行（昭和29年）当時、常磐線には
まだ蒸気機関車が走っていた�
常磐線快速電車はできた当初から柏駅に停
車していた�
柏駅の近くに東口と西口をつなぐ踏み切り
があった�
市制施行後にできた駅は南柏駅と新柏駅で
ある�
市内にはまだ単線の区間がある�
常磐線快速でおなじみの車体が青緑色の電
車は、今はもう走っていない�

YesかNoで答えてね！�

答え　Ｑ1＝Yes（昭和47年に試
験的に導入されるも不具合が多
く、本格採用には至りませんで
した）Ｑ2＝Yes（昭和5年に連絡
線が開通＝上の年表参照）Ｑ3＝
No（昭和4年に手賀沼への観光客
誘致のために日暮里～土～我孫子間の計画を申請したそうで
すが、翌年常磐線との競合を理由に却下されてしまいました）
Ｑ4＝Yes（昭和8年に「柏競馬場前」駅として柏～豊四季間
に開設。競馬場がなくなってから、「北柏」駅に改称され昭
和20年までの2年間営業しました）Ｑ5＝Yes（成田線から来
る蒸気機関車が昭和40年代まで走っていました）Ｑ6＝No（快
速ができて1年ほどたってから。鉄道史参照）
Ｑ7＝Yes（開かずの踏み切りと呼ばれた旭
町の大踏切＝別掲「地元人は語る」参照＝
など）Ｑ8＝No（北柏駅と新柏駅。上の年
表参照）Ｑ9＝Yes（逆井～高柳間）Ｑ10＝
No（昭和40年から39年間走り続けた103系。
あと1編成残っていますが、お別れも近いこ
とでしょう。長い間お疲れ様でした！）�

柏
の
50
年
〜
鉄
道
編

都
心
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
、
ま
た
県
北
部
や
茨
城
県
か
ら
も
人
が
集
ま
る
商
業

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
、
柏
市
。
そ
の
発
展
は
、

市
中
心
部
で
交
差
す
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
東
武
野
田
線
が

多
く
の
人
を
運
ん
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
月
の
市
制
五
十

周
年
特
集
で
は
、
私
た
ち
の
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な

ど
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
足
、
柏
の
鉄
道
に
つ
い
て
、

そ
の
歩
み
を
五
十
年
の
枠
を
超
え
て
、
初
め
て
レ
ー
ル

が
敷
か
れ
た
明
治
の
こ
ろ
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

豊四季駅�

柏の葉�
キャンパス駅�

柏たなか駅�

柏駅�

南柏駅�

北柏駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

昭和46年4月20日開設�
1日の乗降客数＝52,042人�

昭和58年7月21日開設�
（現在市内で一番新しい駅）�
1日の乗降客数＝18,066人�

大正12年12月27日開設�
1日の乗降客数＝14,618人�

昭和8年7月29日開設�
昭和60年まで単線ホームだった�
1日の乗降客数＝14,041人�

明治44年5月9日開設�
平成15年2月には南北自由通路
が完成�
1日の乗降客�
数＝17,724人�

昭和28年10月1日開設�
東口駅前広場が昨年10月に完成�
1日の乗降客数＝57,066人�

明治29年12月25日開設、野田線は明治44年
から。昭和31年に西口が開設され、国鉄（当
時）と東武線が跨（こ）線橋で結ばれた。
平成4年4月には東武、平成11年4月にはＪ
Ｒの南口が開設�
1日の乗降客数＝459,921人（ＪＲ＋東武）
でこれは県内1位�

※1日の乗降客数は平成14年度。
なおＪＲは乗車客数×2

　昭和36年から逆井駅前で時計店を
営んでいます。昔はこの辺りも人が
少なかったので、乗る人の顔はだい
たいわかりましたよね。単線ホームは
止まっている電車が上りか下りか分か
らないので、よく改札の駅員さんが行き
先を案内していました。でも橋を渡らずに柏に
も船橋にも行けましたので、今思えば便利でしたよ。 

アイスも溶ける長～い踏切�

単線ホームもまた良し…�

つくばエクスプレス�
（平成17年秋開業予定）�

ＪＲ
常磐
線�

東武野田線�

� 

� 

物語はこれから！�

　柏駅西口の「旭町の大踏切」があっ
た場所の近くに住んでいます。市川
と流山を結ぶ県道が横切っていました。
踏切のおかげで当時は東口との交流
も盛んでしたね。国鉄・東武に加えて
貨物線もあったので線路

数が多く、遮断機の間は
50メートル位あったでしょうか。
なんてったって渡り切るまでにア
イスキャンデーも溶けちゃうんで
すから（笑）。�
※旭町の大踏切は常磐線の複々線化
に伴い、昭和47年に廃止されました�

昭
和
45
年
か
ら
駅
前
の
再
開

発
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
常

磐
線
の
複
々
線
化
に
つ
い
て
は

昭
和
46
年
３
月
ま
で
に
快
速
停

車
を
前
提
と
し
た
二
面
ホ
ー
ム

の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
の
国
鉄
に
は
全
く

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
柏
駅
は
乗
降
客
数
や
将

来
性
と
い
う
点
で
は
申
し
分
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
松
戸
や
我

孫
子
に
比
べ
て
優
先
度
は
低
く

見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭

和
46
年
４
月
に
複
々
線
は
完
成

し
ま
し
た
が
、
快
速
が
止
ま
ら

な
く
て
は
駅
前
も
再
開
発
す
る

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
上
野
や

日
本
橋
に
出
て
い
た
買
い
物
客

の
八
〜
九
割
を
柏
で
止
め
た
か

っ
た
の
で
す
。
当
時
の
山
澤
市

長
な
ど
が
必
死
の
陳
情
を
行

い
、
何
と
か
翌
年
二
面
ホ
ー
ム

は
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
通
勤
・
通
学
者
の
利
便
性
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
東
口
の

再
開
発
に
拍
車
が
か
か
り
、
現

在
の
商
業
都
市
・
柏
の
礎
と
な

っ
た
の
は
事
実
で
す
。

人
と
車
を
分
離
し
て
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
し
、
橋
上
駅
舎

と
周
辺
ビ
ル
を
直
結
さ
せ
広
場

的
要
素
を
持
た
せ
た
ダ
ブ
ル
デ

ッ
キ
は
、
当
時
全
国
で
は
例
が

無
か
っ
た
た
め
、
建
設
省
の
計

画
決
定
を
も
ら
う
た
め
に
心
血

を
注
い
だ
も
の
で
す
。
月
に
二

十
日
は
資
料
を
携
え
て
霞
が
関

ま
で
通
い
、
担
当
者
の
理
解
を

も
ら
う
た
め
に
説
明
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
仕
事
は
毎
日
深
夜

に
ま
で
及
び
、
休
日
も
ほ
と
ん

ど
な
く
激
務
が
続
き
ま
し
た

が
、
担
当
者
全
員
が
若
か
っ
た

の
で
ス
タ
ミ
ナ
で
乗
り
き
れ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
駅
前
で
は
な
く
、
街
を
つ

く
る
ん
だ
」
│
│
た
だ

の
横
断
歩
道
で
は
な
く

「
い
こ
い
の
広
場
」
に

す
る
た
め
に
は
、
ダ
ブ

ル
デ
ッ
キ
で
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
今
の
デ
ッ
キ
の
に

ぎ
わ
い
を
見
る
と
感
慨

深
い
で
す
ね
。

地
元
の
か
た
の
協
力

が
あ
っ
て
の
再
開
発
事

業
だ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
の
厳
し
い
経

験
が
後
の
南
口
開
設
の

と
き
に
も
生
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

橋
上
駅
舎
が
生
ん
だ
全
国
初
の

ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ

前
柏
市
収
入
役

吉
野
　
勇
さ
ん

昭和48年10月のデッキオープン時。アドバルーンも

初
め
て
見
る
自
動
改
札

機
に
熱
い
視
線
が
…

市民、企業と市が一体となって要
望したJR柏駅南口の開設。本多
市長も募金活動の先頭に

柏駅西口の今・昔（昭
和47年）

話
は
百
年
前
か
ら
…

初
め
て
柏
に
鉄
道
が
通
っ
た

の
は
、
今
か
ら
百
八
年
前
の
明

治
29
年
。
日
本
初
の
鉄
道
が
新

橋
〜
横
浜
間
で
開
通
し
た
明
治

５
年
か
ら
二
十
四
年
後
の
こ
と

で
し
た
。
東
京
・
田
端
〜
茨
城

・
土
浦
ま
で
が
開
通
し
、
県
内

に
は
松
戸
駅
・
我
孫
子
駅
と
合

わ
せ
て
柏
駅
が
現
在
の
位
置
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
後
に

は
宮
城
県
の
岩
沼
ま
で
延
伸

し
、
今
の
常
磐
線
の
原
型
は
こ

の
と
き
に
完
成
し
ま
し
た
。

当
時
の
柏
駅
は
ま
だ
単
線

で
、
寂
し
い
駅
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
複
線
化
は
明
治
45
年
、
電

車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
24
年

に
な
っ
て
か
ら

で
し
た
。
昭
和

28
年
に
は
常
磐

線
二
つ
目
の
駅

と
し
て
南
柏
駅

が
開
業
し
て
い

ま
す
。
一
方
、

東
武
野
田
線
は

野
田
の
醤
（
し

ょ
う
）
油
工
場

の
貨
物
輸
送
を

主
目
的
に
明
治

44
年
に
県
営
軽
便
鉄
道
柏
〜
野

田
町
間
が
、
大
正
12
年
に
は
北

総
鉄
道
柏
〜
船
橋
間
が
開
通
、

昭
和
８
年
ま
で
に
、
豊
四
季
駅

・
増
尾
駅
・
逆
井
駅
が
順
次
開

業
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が

柏
市
が
で
き
る
前
ま
で

の
お
話
で
す
。

悲
願
・
念
願
の
快

速
停
車

昭
和
29
年
に
市
制
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
の
昭

和
30
・
40
年
代
は
高
度

経
済
成
長
時
代
。
市
内

に
次
々
と
団
地
が
建
設

さ
れ
、
人
口
も
う
な
ぎ

上
り
に
増
え
た
時
代
で

す
。
鉄
道
の
輸
送
力
も

追
い
つ
か
な
く
な
り
、
昭
和
30

年
に
一
日
平
均
二
万
人
程
度
だ

っ
た
柏
駅
の
乗
降
客
数
は
、
昭

和
40
年
に
は
十
二
万
人
に
な

り
、
昭
和
50
年
に
は
二
十
六
万

人
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
輸
送
力

増
強
を
と
、
昭
和
46
年
４
月
20

日
、
都
心
へ
の
も
う
一
つ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
、
常
磐
線
は

複
々
線
化
さ
れ
、
地
下
鉄
千
代

田
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
が
始

ま
り
ま
し
た
（
写
真
右
）。

と
こ
ろ
が
、
新
し
い
線
路
に

ホ
ー
ム
は
作
ら
れ
ず
、
そ
れ
ま

で
あ
っ
た
上
野
行
き
が
快
速
と

し
て
柏
駅
を
通
過
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
市
民
は
大
混

乱
！
当
時
の
山
澤
市
長
は
「
広

報
か
し
わ
」
の
中
で
「
私
の
責

任
に
お
い
て
何
が
何
で
も
快
速

は
停
め
て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
実
現
し
な
い
こ

と
に
な
っ
た
ら
私
の
政
治
生
命

は
終
り
で
あ
る
」
と
語
り
、
そ

の
後
何
度
も
国
鉄
（
当
時
）
と

か
け
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
執
念

が
実
り
、
国
鉄
は
用
地
と
工
事

費
の
地
元
負
担
を
条
件
に
ホ
ー

ム
設
置
を
承
認
、
翌
47
年
10
月

２
日
に
快
速
停
車
が
実
現
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
市
民
の
喜

び
は
大
き
く
、
柏
駅
前
で
は
夜

遅
く
ま
で
の
お
祭
り
騒
ぎ
が
数

日
続
い
た
そ
う
で
す
。

通
勤
地
獄
と
の
戦
い

そ
の
後
一
部
し
か
止
ま
ら
な

か
っ
た
中
距
離
電
車
が
全
部
止

ま
る
よ
う
に
な
り
、
十
五
両
編

成
の
電
車
が
増
え
る
な
ど
、
輸

送
力
の
増
強
策
は
講
じ
ら
れ
る

も
の
の
、
増
え
続
け
る
人
口
に

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
混
雑
は
一
向

に
緩
和
さ
れ
ず
、
柏
駅
で
は

「
尻
押
し
部
隊
」
ま
で
も
が
登

場
（
写
真
左
）。
昭
和
57
年
に

は
、
当
時
の
沼
田
千
葉
県
知
事

が
混
雑
率
二
五
〇
％
の
朝
の
常

磐
線
に
体
験
乗
車
し
、
そ
の
ひ

ど
さ
を
国
鉄
な
ど
に
陳
情
し
て

い
ま
す
。
平
成
10
年
に
は
、
人

が
あ
ふ
れ
て
危
険
だ
っ
た
常
磐

快
速
線
の
ホ
ー
ム
が
二
メ
ー
ト

ル
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
（
写
真

右
）。
昭
和
50
年
代
か
ら
検
討

さ
れ
て
き
た
待
望
の
常
磐
新

線
＝
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

は
、
い
よ
い
よ
来
年
秋
開
業
。

市
内
に
も
二
十
二
年
ぶ
り
に
新

駅
「
柏
の
葉
キ
ャ

ン
パ
ス
」
と
「
柏

た
な
か
」
が
誕
生

し
ま
す
。
通
勤
地

獄
の
救
世
主
と
な

る
か
、
期
待
し
ま

し
ょ
う
。
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常磐線（当時は日本鉄道株式会社土浦線、明治39年
から国鉄）田端～土浦間が開通、柏駅開設�
県営軽便鉄道柏～野田町間（野田線）が開通、豊四
季駅開設�
常磐線北小金～我孫子間が複線化�
北総鉄道株式会社柏～船橋間（船橋線）が開通、増
尾駅開設�
野田線柏～清水公園間が電化�
連絡線の完成で船橋線が野田線に直通運転�
逆井駅が開設�
野田線・船橋線が東武鉄道に合併�
東武船橋線柏～船橋間が電化�
東武鉄道、野田線・船橋線を総称し、野田線に�
常磐線松戸～取手間が電化�
南柏駅が開設�
柏駅西口が開設�
常磐線の複々線化工事が完了。地下鉄千代田線との
相互乗り入れを開始し、同時に北柏駅が開設�
常磐線柏駅に2つ目のホームが完成し快速が停車�
近隣8市町、常磐新線の早期着手を国鉄に陳情する
ことを決める�
常磐線中距離電車が柏駅に全面停車�
沼田県知事が混雑率250％の朝の常磐線に体験乗車。
混雑緩和の陳情書を国鉄などに提出する�
東武野田線新柏駅が開設�
東武柏駅ビルが完成、南口開設�
常磐快速線ホームが2メートル拡幅�
JR柏駅南口が開設�
つくばエクスプレス開業。市内に2駅開設（予定）�
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柏
　
　
市
　
　
以
　
　
前�

市
内
を
走
る
Ｓ
Ｌ
（
昭
和
30
年
代
）

昭和46年、常磐線は複々線になったが…

か
つ
て
は
こ
ん
な
光
景
も
あ
り
ま
し
た

現在の快速線ホーム。
矢印から左が拡幅部分

今はあとかた
もない踏切跡

ホームが1つ
だった逆井駅
（昭和60年）

あ
と
一
編
成
。
乗
れ
た

ら
い
い
こ
と
あ
る
か
も

柏駅東口の今・昔（昭和46
年ごろか）

特
集

乗降口に傾斜を付
け、車いすで乗車
しやすい乗降口



家
庭
教
育
学
級

と
き

５
月
27
日
〜
７
月
８

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
七
回
）

と
こ
ろ

高
田
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

小
学
生
と
中
学
一
年

生
の
保
護
者
、
先
着
二
十
五
人

内
容

「
子
ど
も
の
心
と
身

の
安
全
」、
ケ
ー
キ
作
り
な
ど

費
用

無
料
（
ケ
ー
キ
作
り

は
実
費
）

申
し
込
み

５
月
18
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
高
田
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
４
―
９
２
９
２

聴
覚
障
害
者
健
康
講
座

と
き

６
月
７
日
〜
21
日
の

毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
半と

こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
十
八

歳
以
上
の
聴
覚
障
害
者
の
か

た
、
各
日
先
着
二
十
人

内
容

講
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
ゲ
ー
ゴ
ー
ル
ゲ
ー
ム
等

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
※
希
望
者
多
数
の
場
合

は
初
め
て
の
か
た
を
優
先

そ
の
他

送
迎
バ
ス
あ
り
。

５
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
み
を

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
・
�
７
１
６
３
│
９
３
５

３
南
部
女
性
セ
ミ
ナ
ー

と
き

６
月
２
日
〜
７
月
21

日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
八
回
）

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
成
人
女

性
、
先
着
四
十
人

内
容

「
地
域
の
女
性
パ
ワ

ー
に
学
ぶ
」、
そ
ば
打
ち
実
習

な
ど費

用

無
料（
実
習
は
実
費
）

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
―
１
０
０
０

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

講
習
会

と
き

６
月
12
日
〜
７
月
17

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
半

〜
５
時
15
分
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
な
ど

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
部
活

動
等
の
指
導
者
か
こ
れ
か
ら
目

指
す
か
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

る
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
技
、
救

急
救
助
法
な
ど

費
用

二
千
三
十
円
（
教
材

費
込
み
）

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
体
育
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
へ
電
話

か
直
接

1

体
育
課
�
７
１
６
７
―
１

５
３
６

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
思

春
期
を
と
も
に
生
き
る
」

と
き

６
月
16
日
〜
７
月
21

日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
半

〜
11
時
半
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

酒
井
根
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

市
内
在
住
で
思
春
期

の
子
の
保
護
者
、
先
着
四
十
人

内
容

「
小
中
学
生
の
か
ら

だ
と
性
」、
ケ
ー
キ
作
り
等

費
用

無
料
（
ケ
ー
キ
作
り

は
実
費
）

申
し
込
み

５
月
18
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
酒
井
根
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

酒
井
根
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
７
５
―
２
４
０
０

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

と
き

６
月
５
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
十
余
二
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
、
先
着
十
五
組

内
容

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

費
用

二
百
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
青
少
年
課
へ

電
話
か
直
接

1

青
少
年
課
�
７
１
３
１
―

５
８
９
６

県
民
の
日
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
の
集
い
「
シ
ョ

ー
ト
テ
ニ
ス
大
会
」

と
き

６
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

柏
の
葉
公
園
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
、
ミ
ッ
ク
ス
（
女

性
ペ
ア
可
）
の
部
＝
先
着
三
十

組
、
小
学
生
の
部
＝
先
着
三
十

組
費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
体
育
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
へ
電
話

か
直
接
※
必
ず
二
人
一
組
で
参

加
を

1
体
育
課
�
７
１
６
７
―
１

５
３
６

医
療
公
社
職
員

職
種
・
募
集
人
数

薬
剤
師

・
視
能
訓
練
士
（
非
常
勤
）、

若
干
名

応
募
資
格

薬
剤
師
・
視
能

訓
練
士
の
資
格
免
許
取
得
者

勤
務
場
所

市
立
柏
病
院

（
布
施
）

採
用
予
定
日

６
月
１
日

賃
金

規
定
に
よ
る

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
資
格
免
許
証
の
写
し

を
〒
２
７
７
―
０
８
２
５
布
施

一
―
三
　
柏
市
医
療
公
社
へ
、

５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）

1

柏
市
医
療
公
社
�
７
１
３

４
―
２
０
０
０

こ
ど
も
ル
ー
ム
指
導
員

�
常
勤
・
非
常
勤

募
集
人
数

若
干
名

勤
務
時
間

常
勤
＝
10
月
１

日
（
金
）
か
ら
の
月
〜
金
曜

日
午
後
１
時
半
〜
６
時
半
、
土

曜
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
６
時

半
の
う
ち
一
日
五
時
間
（
祝
日

・
年
末
年
始
を
除
く
）。
非
常

勤
＝
週
二
〜
三
日
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
（
時
間
は
常
勤
と

同
じ
）

�
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

募
集
人
数

四
十
人
程
度

勤
務
時
間

７
月
15
日（
木
）

〜
８
月
31
日
（
火
）
午
前
８
時

半
〜
午
後
６
時
半
の
う
ち
一
日

五
時
間
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
）�

・
�
の
勤
務
場
所

市
内

二
十
四
カ
所
の
こ
ど
も
ル
ー
ム

�
・
�
の
賃
金

八
百
七
十

円
（
時
給
）

�
・
�
の
申
し
込
み

事
前

に
電
話
連
絡
の
上
、
写
真
を
張

っ
た
履
歴
書
を
持
っ
て
、
５
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
児
童
育
成

課
（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）

へ
直
接

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

―
１
５
９
５

広報� 平成１６年（２００４年）５月１５日 第１２１７号 �

は
つ
ら
つ
歌
謡
発
表
会

６
／

３
の
12
時
15
分
〜
18
時
、
市
民
文

化
会
館
。
無
料
。
広
本
�
７
１
３

９
―
７
４
５
２

森
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

５
／

22
（
雨
天
時
は
５
／
23
）
の
14
時

〜
15
時
半
、
中
原
ふ
れ
あ
い
防
災

公
園
の
隣
接
林
。
五
百
円
。
郡
司

�
７
１
７
３
―
７
４
５
６

夢
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
〜
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
名
曲
集
〜

６
／
４
の
18
時
半
、
県
プ
ラ
。
二

千
五
百
円
。
吉
田
�
・
�
７
１
３

４
―
８
６
６
２

手
打
ち
そ
ば
講
習
会

５
／
25

〜
８
／
10
の
第
二
・
四
�
14
時
〜

16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。

一
回
二
千
五
百
円
（
材
料
込
み
）。

寺
田
�
７
１
３
９
―
５
４
１
３

六
十
歳
か
ら
の
こ
だ
ま
カ
ラ
オ

ケ
十
周
年
記
念
歌
謡
祭

５
／
23

の
10
時
〜
17
時
、
県
プ
ラ
。
無
料
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
新
曲
発
表
あ
り
。
川

上
�
７
１
６
７
―
４
８
６
５

市
民
美
容
体
操
大
会

６
／
２

の
９
時
半
〜
11
時
半
、
市
民
体
育

館
。
女
性
。
無
料
。
田
代
�
７
１

４
６
―
７
６
３
１

生
涯
設
計
と
我
が
家
の
生
命
保

険
の
作
り
方
勉
強
会

５
／
30
の

15
時
〜
17
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
五

百
円
。
先
着
二
十
人
。
松
本
�
０

９
０
―
３
４
０
５
―
３
６
０
３

春
の
お
話
会

５
／
22
の
14
時

〜
16
時
、
新
田
原
近
セ
。
幼
児
、

児
童
。
無
料
。
鍋
田
�
７
１
６
４

―
８
８
３
６

国
際
教
育
支
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
　
５
／
29
（
雨
天
時
は
５
／

30
）
の
11
時
〜
14
時
、
千
代
田
町

公
園
。
出
店
料
二
千
円
。
時
岡
�

７
１
４
５
―
６
４
５
７

初
め
て
の
墨
彩
画

６
／
16
の

９
時
半
〜
11
時
半
、
高
田
近
セ
。

墨
で
描
く
は
が
き
絵
。
千
二
百
円

（
材
料
費
込
み
）。
小
倉
�
７
１
３

１
―
９
８
１
４

外
反
母
趾
と
歩
き
方
講
座

６

／
２
・
30
の
13
時
半
〜
15
時
半
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
千
円
。
川
俣
�
・

�
７
１
３
４
―
９
５
８
４

学
習
会
「
次
世
代
の
『
い
の
ち
』

を
守
る
性
教
育
」

５
／
26
の
14

時
半
〜
16
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

無
料
。
清
水
�
７
１
６
６
―
６
６

４
８風

景
と
猫
写
真
展

５
／
27
〜

31
の
10
時
〜
20
時
（
27
日
は
正
午

か
ら
、
31
日
は
18
時
ま
で
）、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
布
施

�
７
１
３
１
―
９
１
２
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
柏
ク
ィ
ー
ン

ズ
」

毎
�
・
�
10
時
、
高
田
運

動
場
。
十
八
歳
以
上
の
女
性
。3

千
円
。
伊
藤
�
７
１
３
１
―
３
７

８
８ミ

シ
ン
キ
ル
ト
「
ベ
ル
タ
イ

ム
」

月
一
回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。2

千
円
、3

二
千
円
。
午

後
の
部
あ
り
。
横
瀬
�
７
１
６
３

―
６
２
９
２

根
戸
さ
く
ら
書
道
会

第
二
・

四
�
午
前
10
時
、
根
戸
近
セ
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
初
心

者
歓
迎
。
毛
筆
、
葉
書
絵
。
砂
田

�
７
１
３
４
―
０
５
５
２

健
康
体
操
ひ
ま
わ
り

毎
�
19

時
20
分
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、

3

千
六
百
円
。
小
田
�
７
１
３
３

―
８
５
０
３

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

第
三
�
か
�
10
時
、
増
尾
台
防
災

会
館
。2

二
千
円
、3

三
千
五
百

円
（
花
代
込
み
）。
澁
谷
�
７
１

７
２
―
６
２
２
０

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル

「
花
サ
ロ
ン
」

第
二
�
12
時
半
、

旭
町
近
セ
。2

千
円
、3

千
五
百

円
。
道
口
（
ど
う
ぐ
ち
）
�
７
１

７
３
―
４
８
７
１

ス
ト
レ
ッ
チ
の
会

毎
�
17
時

20
分
、
中
公
。2

二
千
五
百
円
、

3

二
千
五
百
円
。
後
藤
�
７
１
６

９
―
８
４
１
８
（
20
時
以
降
）

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

※
見
出
し
が
色
刷
り�

　
（
二
重
線
）
の
も
の
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す�

催
し
・
講
習
会

■ほのぼのプラザの催し�
催　し�

�ふれあ
い広場�

市内在住
で、60歳以
上のかた、
先着20人�

市内在住
で、60歳以
上のかた、
先着20人�

歌、ゲー
ム、健康
に 役 立
つ話など�

体操、歌、
民話の
紙芝居
など�

当日、会場へ直接�

5月16日�午前9時か
ら、ほのぼのプラザま
すおへ電話か直接�

絵本の読
み聞かせ�

美しい小
筆 字 の
書き方を
学びます�

市内在住
で、6 0歳
以上のか
た、30人�

市内在住
のかた、先
着20人�

5月30日�午
後1時半～3
時半�

6月2日�午
後2時～3時�

6月17日～11月4
日の第1・第3木
曜日午後2時～
4時（計10回）�

7月3日～11月20
日の第1・第3土
曜日午前10時
～正午（計10回）�

�書を楽
しむ�

育て方の
コツや楽
しみ方の
方法（講
義、実技）�

市内在住
で、6 0歳
以上のか
た、30人�

6月22日�午
後1時半～3
時半�

�ハーブ
で寄せ
植えを
作って
みよう�

演奏の手
ほどき�

市内在住
で、60歳以
上のかた、
先着15人�

� ｢ 楽し
い大正
琴 ｣ 講
座�

�楽しいえ
ほんのせ
かい�

6月8日�午
前10時半～
正午�

�お楽し
み一ぱ
い玉手
箱�

市内在住
で、6 0歳
以上のか
た、20人�

古典、詩、
歌、小説
などを読
みます�

6月10日～7
月15日の毎
週木曜日午
前10時～正
午（計6回）�

�声を出
して日
本語を
楽しも
う�

と　き� 対　象�内　容� 申し込み�

問�ほのぼのプラザますお �7170─5570

※会場はほのぼのプラザますお。費
用は無料（�は教材費1,000円）�

往復はがきに希望す
る催し名を明記し、
住所・氏名・年齢・電
話番号と返信面のあ
て先を書いて、〒277
─0051加賀3丁目16
─8　ほのぼのプラ
ザますおへ、�は5月
26日�まで、�・�は
5月30日�までに郵
送で（必着）※応募
は各講座1人1通。
応募者多数の場合
は抽選�

2日�・9日�午前10時～午後4
時（計2回）。先着10人。200円�

和服でベスト作
り�

4日�・11日�午前10時～午後
4時（計2回）。先着10人。430円�

古布の裂き織り
でバッグ作り�

8日�午前10時～午後3時
先着15人。100円�

古着でリバーシ
ブル帽子作り�

10日�午前10時～午後3時
先着15人。200円�

ネクタイからポ
ーチ作り�

12日�午前10時～正午�
先着15人。100円�

ペーパークラフト
でブローチ作り�

12日�午後1時～4時�
先着15人。無料�傘の修理�

15日�午前9時半～午後4
時。先着10人。200円�

古着で犬のレイ
ンコート作り�

16日�午前10時～午後1時
先着10人。380円�

和布でミニバッ
グ作り�

17日�午前10時～午後4時
先着10人。300円�

傘布でリュック
作り�

22日�午前10時～正午�
先着10人。無料�

自転車（パン
ク）修理�

25日�午前10時～午後3時
先着20人。100円�

古布でわらじ作
り�

27日�午前10時～正午�
先着10人。無料�包丁研ぎ�

27日�午後1時～3時�
先着15人。無料�

おもちゃ・家庭
用品の修理�

問�柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
※申し込みは5月16日�午前9時半から、同館へ電話で�

問� ※
納
税
通
知
書
は
５
月
10
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。�

　
口
座
振
替
の
か
た
は
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
を�

軽
自
動
車
税�

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は
市
民
税
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
４�

そ
の
他
に
つ
い
て
は
収
納
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
２�

納
期
限
は
５
月
31
日（
月
）�

講
座
･
講
演
�

ス
ポ
ー
ツ

こ
ど
も
の
広
場

求
 
人



合
併
協
議
会
委
員
の
一

部
が
代
わ
り
ま
し
た

４
月
５
日
に
行
わ
れ
た
沼
南

町
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
、
正

副
議
長
が
改
選
さ
れ
た
た
め
、

相
馬
義
昭
氏
、
高
城
幸
治
氏
が

新
し
く
柏
市
・
沼
南
町
合
併
協

議
会
の
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

1

柏
市
・
沼
南
町
合
併
協
議

会
事
務
局
�
７
１
６
７
―
１
１

７
３個

人
市
・
県
民
税
均
等

割
額
が
四
千
円
に

こ
れ
ま
で
市
町
村
の
人
口
規

模
に
よ
っ
て
三
段
階
に
分
か
れ

て
い
た
個
人
市
・
県
民
税
の
均

等
割
額
が
、
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
平
成
16
年
度
か
ら
年
額

四
千
円
（
市
民
税
三
千
円
、
県

民
税
千
円
）
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
市
・
県
民
税
の

非
課
税
限
度
額
の
引
き
下
げ
等

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

1

市
民
税
課
�
７
１
６
７
―

１
１
２
４

介
護
者
向
け
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
サ
ポ
ー
ト
事
業

高
齢
者
（
要
介
護
３
以
上
）

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

の
か
た
を
食
事
会
か
一
泊
旅
行

へ
招
待
し
ま
す
。

と
き

食
事
会
＝
９
月
22
日

（
水
）、
一
泊
旅
行
＝
10
月
19
日

（
火
）
〜
20
日
（
水
）

定
員

三
人

申
し
込
み

は
が
き
に
「
家

族
介
護
者
に
対
す
る
招
待
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
被
介
護
者
の
要
介
護
度

と
介
護
年
数
・
希
望
す
る
催
し

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０
０

０
５
柏
五
丁
目
一
一
―
八
　
柏

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
５
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
審
査
の
上
、
決
定
。
過
去
五

年
間
に
参
加
し
た
か
た
は
不
可

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
６
３
―
９
０
０
１

総
合
運
動
場
施
設
を
一

部
休
場

来
年
度
、
開
催
さ
れ
る
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
テ
ニ

ス
競
技
に
合
わ
せ
て
、
庭
球
場

等
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
６
月
定
例
市
議
会
で
議
決

後
着
工
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴

い
、
７
月
か
ら
庭
球
場
と
陸
上

競
技
場
が
使
用
で
き
な
く
な
る

予
定
で
す
。
予
約
の
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

1

体
育
課
�
７
１
６
７
―
１

５
３
６

事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
等
に
ご
協
力
を

６
月
１
日
現
在
で
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調

査
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

が
、全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

事
務
管
理
課
�
７
１
６
７

―
１
１
１
８

市
民
文
化
会
館
を
改
修

施
設
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
来
年
８
月
２
日

（
火
）
〜
10
月
31
日
（
月
）
は

大
・
小
ホ
ー
ル
と
も
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
申
し
込
み
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

1

市
民
文
化
会
館
�
７
１
６

４
―
９
１
４
１

市
立
か
し
わ
幼
稚
園
の

園
庭
を
開
放

と
き

５
月
21
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午
※
雨
天
中
止

と
こ
ろ

市
立
か
し
わ
幼
稚

園
（
篠
籠
田
）

対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

内
容

在
園
児
と
の
交
流
、

子
育
て
相
談

費
用

百
十
円
（
名
札
代
）

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

市
立
か
し
わ
幼
稚
園
�
７

１
４
３
―
１
５
２
３

手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根

木
名
川
圏
域
流
域
懇
談

会
の
資
料
を
公
開

３
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
印

旛
沼
部
会
で
今
後
三
十
年
の
河

川
整
備
計
画
（
案
）
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、公
開
し
ま
す
。

閲
覧
期
間

５
月
17
日（
月
）

〜
６
月
16
日
（
水
）

閲
覧
場
所

治
水
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
三
階
）
・
千
葉
県

庁
河
川
計
画
課
・
東
葛
飾
地
域

整
備
セ
ン
タ
ー
柏
整
備
事
務
所

1

治
水
課
�
７
１
６
７
―
１

４
０
４

特
別
納
税
相
談

と
き

５
月
22
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）
・
西
原
近
隣

セ
ン
タ
ー
・
南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
用
意
す
る
物

納
税
通
知
書

か
催
告
書
・
印
鑑
（
分
割
納
付

を
希
望
す
る
か
た
）

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

収
納
課
�
７
１
６
７
―
１

１
２
２

危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習
会

と
き
・
対
象

７
月
２
日

（
金
）
午
前
＝
給
油
取
扱
所
で

危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

か
た
、
午
後
＝
そ
の
他
の
か
た

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

費
用

四
千
七
百
円
（
収
入

証
紙
代
）

申
請
書
の
配
布

消
防
本
部

と
西
部
・
東
部
・
旭
町
の
各
消

防
署◎

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１

３
３
―
８
７
９
２

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

�
高
齢
者

と
き

６
月
３
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

市
内
在
住
の
、
４
月

現
在
八
十
歳
以
上
で
自
分
の
歯

が
二
十
本
以
上
あ
る
か
た
（
か

ぶ
せ
た
歯
・
さ
し
歯
も
含
む
）

�
母
と
子

と
き

６
月
３
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

昨
年
４
月
〜
今
年
３

月
に
三
歳
児
健
康
診
査
を
受
診

し
た
幼
児
と
そ
の
保
護
者

�
と
�
の
申
し
込
み

５
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
、
健
康
推

進
課
へ
電
話
で

そ
の
他

最
優
秀
者
は
６
月

20
日
（
日
）
の
柏
市
・
沼
南
町

口
腔
衛
生
大
会
で
表
彰
し
ま
す

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

８
０
２
０
運
動
の
標
語

と
作
文
を
募
集

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
※
作
文
は
二
十
歳

以
上
の
か
た

テ
ー
マ

歯
科
疾
患
の
予
防

・
口
腔
の
健
康
づ
く
り

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
歯
科
医
師
会
事
務
所
�

７
１
６
３
―
５
２
６
０

柏
市
芸
能
鑑
賞
会

と
き
・
と
こ
ろ
　
民
謡
民
舞

の
部
＝
５
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
、
市
民
文
化
会
館
、

邦
楽
の
部
＝
６
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
、

洋
楽
の
部
（
器
楽
・
声
楽
）
＝

６
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
半

か
ら
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

文
化
課
�
７
１
６
７
―
１

４
９
４
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社
交
ダ
ン
ス

月
三
回
�
10

時
、
ノ
ア
（
南
柏
・
貸
ギ
ャ
ラ
リ

ー
）。2

二
千
円
、3

二
千
五
百

円
。
前
田
�
０
９
０
―
４
０
１
４

―
１
１
０
１

ら
く
ら
く
ヨ
ー
ガ
藤
の
会

月

三
回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
山
下
�

７
１
６
７
―
０
９
２
１

柏
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

毎
�

10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。
マ
ン
ド

リ
ン
・
ギ
タ
ー
経
験
者
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
昔
農
（
せ
き
の
）
�

７
１
３
３
―
６
６
２
８

舞
夢
（
ま
い
む
）
柏
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

毎
�
12
時
、
豊
四
季
台

近
セ
。3

二
千
円
。
横
坂
�
７
１

７
５
―
０
５
６
４

軸
俳
句
会
柏
支
部

第
二
�
12

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
歓
迎
。

3

千
円
。
主
宰
が
指
導
。
西
宮
�

７
１
４
３
―
６
５
４
８
（
18
時
以

降
）社

交
ダ
ン
ス
「
樂
舞
（
ら
ぶ
）

ダ
ン
ス
」

毎
�
19
時
、
藤
心
近

セ
。ペ
ア
レ
ッ
ス
ン
出
来
る
か
た
。

2

二
千
円
、3

三
千
五
百
円
。
逸

見
�
７
１
７
２
―
８
６
５
９

子
ど
も
英
語
「
ポ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
」

毎
�
・
�
15
時
、
豊
四
季

台
近
セ
体
育
館
。
三
歳
〜
小
学
低

学
年
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。

柳
井
�
７
１
３
２
―
２
７
７
５

空
手
道
「
正
修
館
」

毎
�
18

時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。
初

心
者
歓
迎
。2

三
千
円
、3

三
千

円
。
見
学
自
由
。
飯
倉
�
７
１
４

７
―
８
７
０
７

柏
市
山
岳
協
会
月
一
回
山
行

第
二
�
18
時
半
、
中
公
。
関
東
周

辺
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。2

二
千
円
、

4

五
千
五
百
円
。
団
体
歓
迎
。
み

ず
し
�
７
１
４
１
―
５
６
０
０

ラ
グ
ビ
ー
し
た
い
か
た
集
ま

れ
！

毎
�
９
時
半
、松
葉
一
小
。

五
歳
か
ら
。2

三
千
円
、4

四
千

円
。
コ
ー
チ
も
募
集
。
河
村
�
７

１
６
９
―
３
７
７
６

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
花
物
語

第
三
�
18
時
半
・
第
三
�
10
時
、

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
。3

二
千
円
。
三
木
�
・
�
７
１
７
５

―
６
９
６
８

北
総
太
鼓

月
四
回
�
19
時
、

田
中
近
セ
。
小
学
三
年
生
程
度
か

ら
。3

三
千
円
。
岡
沢
�
７
１
３

１
―
０
８
８
１

ア
ラ
ニ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

第
一

・
三
�
10
時
、
南
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
六
十
歳
以
上
の
女
性
。

3

二
千
円
。
上
野
�
７
１
７
６
―

０
５
５
２

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
桜
会
」

月

三
回
（
第
二
・
四
�
と
�
一
回
）

13
時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
見
学
歓
迎
。
川
上
�
７

１
３
１
―
２
８
９
７

柏
空
手
愛
好
会
（
糸
東
流
）

毎
�
９
時
15
分
、
柏
六
小
。
四
歳

以
上
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。

水
関
（
み
ず
せ
き
）
�
７
１
４
６

―
３
３
０
４

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
サ
ン
フ
ラ
サ
ー

ク
ル
」

第
二
・
四
�
10
時
、
船

戸
会
館
。
女
性
。3

二
千
円
。
寺

内
�
７
１
３
１
―
７
６
６
５

二
胡
愛
好
会

第
一
・
三
�
14

時
＝
寺
島
文
化
会
館
、
第
一
・
三

�
18
時
半
＝
中
公
。2

五
千
円
、

3

五
千
円
。
楽
器
レ
ン
タ
ル
あ
り
。

茂
木
�
７
１
６
３
―
５
７
５
３

竹
細
工
「
鈴
竹
の
会
」

第
四

�
13
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
初
心

者
。2

五
百
円
、3

八
百
円
。
西

野
�
７
１
３
１
―
３
８
７
０

実
用
書
道
サ
ー
ク
ル
「
菁
萌

会
」

第
一
・
三
�
９
時
半
、
豊

四
季
台
近
セ
。
初
心
者
。2

千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
成
島
�
７
１
４

５
―
２
１
５
４

ペ
ン
字
サ
ー
ク
ル
「
柏
菁
会
」

第
二
・
四
�
13
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。2

千
円
、3

二
千
円
。
長
谷

川
�
７
１
４
４
―
９
３
５
７

社
交
ダ
ン
ス
「
土
曜
サ
ー
ク
ル
」

毎
�
19
時
、
松
葉
近
セ
。
多
少

踊
れ
る
か
た
。
男
性
歓
迎
。2

千

円
、3

三
千
円
。
浜
西
�
７
１
３

４
―
７
６
６
５

社
交
ダ
ン
ス
「
水
曜
サ
ー
ク
ル

Ｂ
」

毎
�
20
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
六
十
歳
ま
で
の
初
級
者
。
女

性
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
円
。

倉
持
�
７
１
３
４
―
６
０
９
０

◎
日
時
、
場
所
は
予
定
で
す
。
必

ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を

催　し� と　き� ところ�対　象� 内　容� 申し込み�
■児童センターの催し�

問�豊四季台児童センター �7144─5363・光ケ丘児童センター �7170─7600・永
楽台児童センター �7163─4050・布施近隣センター遊戯室 �7135─3960（午
後1時～5時）・南部近隣センター遊戯室 �7173─1333（午後1時～5時）�

テーブル人形劇
「ノンタンのぶらん
このせて」など�

6月4日�午
前10時半～
11時半�

幼児と保
護者、先
着30組�

※費用は�～�は無料、�は30円、�は150円�

�おはなし
会�

�柏まつり
で踊ろう！�

5月29日～7
月17日の毎
週土曜日午
前１０時～１１
時（光ケ丘は
午前11時～
正午、計8回）�
5月29日～7月
17日の毎週
土曜日午前
11時～正午
（光ケ丘は午
前１０時～１１
時、計8回）�

小学生～
18歳、各
センター
先着20人�

5月18日�午後2時
から、各児童センタ
ーへ電話か直接�

5月18日�午後3時
から、各児童センタ
ーへ電話か直接�

幼児と保
護者、先
着30組�

絵本の読み聞か
せやわらべ歌で
交流をします�

7月25日�の柏ま
つりのステージで
「よさこい踊り」を
発表するため練
習します�

7月25日�の柏ま
つりのステージで
「手話ソング」を
発表するため練
習します�

�柏まつり
で手話ソ
ング�

当日、会場へ直接�
豊四季
台児童
センタ
ー�

スライド「ロージー
のおさんぽ」など�

5月25日�午
後3時半～4
時20分�

幼児～小
学 生（ 幼
児は保護
者同伴）、
先着100人�

�おはなし
会� 当日、会場へ直接�永楽台

児童セ
ンター�

豊四季
台児童
センタ
ー・光
ケ丘児
童セン
ター・
永楽台
児童セ
ンター�

�絵本と出
会おう～
ぶっくぶく�

5月25日�午
前10時半～
11時半�

�かご作り�
6月13日�午
後1時半～4
時半�

小学生、
先着15人�

荷造りテープで
かごを編みます�

５月１９日�午後２時から、
南部近隣センター遊
戯室へ電話か直接�

南部近
隣セン
ター�

小学生、
先着20人�

ビー玉を使った
卓上ゲームを作
って遊びます�

5月18日�午後2時から、
布施近隣センター遊
戯室へ電話か直接�

� めいろ
ゲームを
作ろう！�

6月6日�午
前９時半～
11時半�

布施近
隣セン
ター�

不登校について
話し合いや、経験
者の話を聞きます�

�不登校を
考える親
の集い�

5月28日�午
前10時～正
午�

不登校の
子の保護者、
先着20人�

５月１９日�午後２時
から、永楽台近隣セ
ンターへ電話か直接�

講座名� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�
�名刺作成
講座�

6月5日�午後1
時～4時�

6月7日�午後1
時半～4時半�

文字入力が
できるかた�

文書作成が
できるかた�

ワードを使っ
たことのある
かた�

ワードなどを使い、自
分の名刺を作ります�

�初心者のイ
ンターネット・
メール教室�

パソコン初
心者のかた�

パソコンやインターネ
ット・メールの基礎を
学びます�

往復はがきに希望講
座名を明記し、住所・
氏名・年齢・電話番号
と返信面のあて先を書
いて、〒277―0005柏5
丁目8―12　柏市中央
公民館へ、5月27日�
までに郵送で（必着）
※応募は1人1通。応
募者多数の場合は抽
選。以前に受講したか
たは不可�

ワードでイベントや旅
行スナップなどをホ
ームページにします�

�ワードで作成
するホーム
ページ講座�

■中央公民館のパソコン講座�

※会場は�は柏一小。その他は中央公民館。対象は市
内在住・在勤のかた、各講座25人。費用は無料。ＤＯ
Ｓ－Ｖの初期化したフロッピーディスク1枚の持参を�

6月6日�・13日�
午前9時半～午
後0時半（計2回）�

6月12日�・19日
�午後1時半
～4時半（計2回）�

�ワード初心
者コース�

案内状を作ってワー
ドの基本を学びます�

中央公民館 �7164─1811問�

夏休み・遊びボランティアとお助けマンを募集！�
　趣味や特技を生かした遊びや体験を、子どもたちを対象にしたイベントで紹介してみ
ませんか。特技がなくても、子どもと一緒に遊びたいかたも大募集�
対象：どなたでも　活動場所：各児童センター・近隣センター遊戯室など　活動日時：要
相談　申し込み：5月19日�午前10時から、豊四季台児童センターへ電話で�

問�豊四季台児童センター  �7144─5363

お
知
ら
せ
�

名　称� ところ・問い合わせ�と　き�
在宅介護支援センター望陽
荘（みどり台）�7137─0555

5月20日�午
後2時～4時�

�痴ほうの理
解と予防�

■ふれあい介護予防教室�※詳しくは問い合わせを�

在宅介護支援センター四季
の里（松ケ崎）�7135─2288

5月22日�午前
10時半～正午��介護技術�

在宅介護支援センター回生の
里（名戸ケ谷）�7166─7188

5月29日�午
後1時半～3時�

�痴ほう者の財産
管理（成年後見
制度の手続き）�

問�高齢者支援課�7167─1135

催
 
し
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４
月
に
オ
ー
プ
ン
二
周
年
を
迎
え

た
柏
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
リ
ボ
ン

館
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
学
習
や
体
験
が
で
き
る
。

運
営
は
、
事
業
運
営
委
員
会
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
さ
れ
て
い

る
。
寺
嶋
さ
ん
は
、
そ
の
委
員
長
だ
。

委
員
会
の
仕
事
は
、
古
着
を
使
っ
た

犬
の
洋
服
作
り
や
傘
の
修
理
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

の
企
画
が
メ
イ
ン
。
毎
月
十
五
前
後

行
わ
れ
る
講
座
は
、
ど
れ
も
定
員
い

っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

講
座
の
企
画
会
議
で
は
考
え
方
も

年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
が
、
熱
い

議
論
を
戦
わ
す
。「
十
分
な
議
論
が

よ
り
良
い
企
画
を
生
む
ん
で
す
」。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
こ
う
し
た
施

設
運
営
を
行
う
例
は
県
内
で
も
少
な

い
。当
初
は
手
探
り
で
講
座
を
企
画
、

講
師
探
し
や
参
加
者
募
集
な
ど
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
本
業
の

喫
茶
店
経
営
そ
っ
ち
の
け
で
委
員
会

の
仲
間
と
奔
走
し
た
。

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
の
め
り
こ

ん
だ
き
っ
か
け
は
、
平
成
３
年
に

「
ご
み
減
量
推
進
協
議
会
」
に
加
わ

り
清
掃
工
場
で
ご
み
の
組
成
調
査
に

参
加
し
た
こ
と
だ
。「
そ
れ
ま
で
は
、

ご
み
は
燃
や
し
て
し
ま
え
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
笑
う
。
可
燃

ご
み
の
袋
の
中
味
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

分
け
て
見
た
と
き
、
ま
だ
資
源
と
し

て
使
え
る
物
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。

自
宅
で
は
四
世
代
・
七
人
が
囲
む

食
卓
で
リ
ボ
ン
館
の
活
動
を
話
題
に

の
せ
る
。
今
で
は
、
孫
の
方
が
詳
し

く
な
り
、
逆
に
分
別
を
注
意
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
ほ
ど
だ
。「
子
ど
も
た

ち
は
、
素
直
に
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に

入
っ
て
い
け
る
。
ど
ん
ど
ん
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

分
別
の
強
制
や
先
進
的
な
取
り
組

み
を
必
要
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
あ

く
ま
で
「
市
民
と
市
が
協
力
し
て
」

「
楽
し
く
無
理
せ
ず
」「
柏
に
合
っ
た

方
法
で
」
取
り
組
も
う
と
す
る
。

ご
み
に
携
わ
っ
て
十
年
余
り
。

「
今
の
目
標
は
市
民
に
リ
ボ
ン
館
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
い
つ

か
は
ご
み
が
出
な
い
社
会
を
」
と
思

い
描
い
て
い
る
。

大
青
田
在
住
。
六
十
一
歳
。
父
、

妻
、
子
、
孫
の
七
人
家
族 リサイクルプラザ事業運営委員長

てら じま　　 みのる
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寺嶋　　稔さん

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています�

芹沢CC介 着物と帯地
5月16日�まで開催中

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日）

市立砂川美術工芸館柏市柏260 �7164-6413

縄
文
袖
帯
地

き
っ
ち
り
と
よ
ら
れ
た
太
縄
と
ゆ
る
り
と
よ
ら
れ
た
細
縄
が

縦
縞
模
様
の
よ
う
に
配
さ
れ
「
粋
（
い
き
）」
の
中
に
力
強
い

印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

新
鮮
野
菜
を
届
け
ま
す

地
産
地
消
の
拠
点
「
か
し
わ
で
」

市内で生産した新鮮野菜を生産者が市民の皆さ
んに直売する農産物直売所「かしわで」が5月9日
に高田にオープンしました。「かしわで」は、古

代に食物をカシワの葉に盛った宮中の料理人を「かし
わで（膳夫）」と言ったことと生産者と消費者を両の
手の平になぞらえたことから命名されました。地産地
消の繁栄への思いが込められています。訪れた買い物
客は、朝採りたての野菜を手にスタッフに調理方法な
どを聞いていました。問い合わせは、「かしわで」�
7141─6755へ。

新緑が目にまぶしい柏ふるさと
公園で4月29日～5月1日に「グリー
ンフェアかしわ」が開かれました。
来場した皆さんは、花と緑の教室
や講演で緑に親しみ、ゴールデン
ウイークの一日を満喫していまし
た。苗木のプレゼントも行われ、
もらった人たちにも笑顔があふれ
ました。

5月を彩るバラが咲き始め、街中に素敵な香
りを漂わせ始めました。県立柏の葉公園の西
洋庭園のバラも今月中旬から下旬が見ごろ。
庭園内の56種、1,500株が色とりどりの花をつ
けます。初夏の一日をバラと過ごしてみませ
んか（月曜日休園。写真は、5月7日撮影）。

新
緑
が
い
っ
ぱ
い

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
か
し
わ Ｊリーグ柏レイソル対ガンバ大阪戦が行

われた5月5日、ゲーム前のひととき、「わ
んぱくＰＫ大会」が行われ、ちびっ子30人
がペナルティキックに挑戦しました。Ｊリ
ーガーと同じピッチに立てるとあって、み
んなわくわくそわそわした様子。ゴールキ
ーパーのレイくんを相手にプロ顔負けのペ
ナルティキックを繰り出していました。

未来のＪリーガーがシュート
わんぱくＰＫ大会

清掃工場で行ったごみの組成調査。ご

み袋の中身を分けて見る

柏の葉公園で見ごろ


